


は しがき

一 般 に、 ２ 型 糖 尿 病 の病 態 はイ ンス リ ン 抵 抗 性 とイ ンス リ ン 分 泌 不 全 に よ る。 こ の

２種 類 の病 態 が 個 体 に よ っ て 異 な る 比 率 で 存在 し、 こ の ２ 種 類 の 病 態 によ っ て ２ 型 糖

尿 病カミ発 症 す る と 考 え ら れ て い る。 た と え ぱ、 肥 満 型 ２ 型 糖 尿 病 はイ ンス リ ン 低 抗 性

カミ主であり
、 肥満歴のないやせ型 ２型 糖尿病 はイ ンスリ ン分泌不全 を主に して発 症 し

て き た も の と 考 完 ら れ る。

最近 の胃本人２型糖尿病は肥満型 ２型 糖尿病カ湘 立っ てきた添
、 長年 臨床 に携わっ

てきた 印象では、 過去の胃本人２型 糖尿病 患者は欧米人にく らべ過去 に肥 満 していて

も肥満度 ほ小さい。 肥満 歴も少 なく やせ型の患者も少なく ないため、 イ ンスリ ン作用

不 全 より イ ンス リ ン 分 泌 不 全 の ほうカミ、 欧 米 人 ２ 型 糖 尿 病 と 比 べ
、 発 症 機 序 に 大き く

関 わっ て い る と い わ れ る。 し か し なカミら、 周 知 の よ う に、 最 近 の 胃 本人 ２型 糖 尿 病 は

肥満 型カミ多 い。 肥 満 して い る 時 に、 早期 の ２ 型 糖 尿 病 が 健 診 な ど で発 見 さ れ る機 会 が

増 加 して き た が ら か も しれ な い が
。

ところで、 発症年齢や 時代の変化による目本人２型糖尿病の 臨床 的特徴に変化があ

っ た の か どう か は、 実 際 に は エ ビデ ンス と して こ れま で 明 ら か に さ れ て い ない。３０ 歳

未満発症２型糖尿病 患者のデータベースカミある東京女子 医科 大学糖尿 病センターにおい

て、この 仮 説 にすこしでもせまりたいと、本 研 究 を開 始した。

目 的 の第１は、１９６０年 か ら２００３年 ま で に 東 京 女 子 医 科 大 学糖 尿 病 セ ン タ ー を 初 診 し

た３０歳未満発 見２型糖尿病患者にお ける臨床 的特徴 の経年的変化を３０歳未満発症１

型糖尿病患者のそれと比較 し、 過 去 ４０ 年間の若年発見２型糖尿病 の臨床的特徴の時

代 的 変 遷 を 明 ら かに す る こと で あ る。 第 ２ に、
上 記 の ３０ 歳 未 満 発 症 ２ 型 糖 尿 病 患 者

の 糖 尿 病 性 合 併 症 を３０歳 未 満 発 症 １ 型 糖 尿 病 患 者 の そ れ と 比 較 する。こ れ に よ っ て、

臨 床 的 特 徴 を 明 ら か に した い。 第 ３ に、
上 記 の ３０ 歳 未 満 発 症 ２ 型 糖 尿 病 患 者 の 生 命

予 後 を、３０ 歳 未 満 発 症 １ 型 糖 尿 病 患 者 の そ れ と 比 較 す る。 そ れ に よ っ て、 ア ウ トカ ム

と して の 予 後 を 比 較 した い。



対象は１９６０ 年から２００３年 に東京 女子 医科大学糖尿病セ ンター を初診 した３０歳

未 満発 症 １ 型 糖 尿 病 患 者 １，６７５名 お よ び ２ 型 糖 尿 病 患 者 ２
，
２５９名 で あ る。

過 去 の 肥 満 歴 は、 過 去 最 大 体 重 と そ の と き の 身 長 か ら ＢＭ１ を 計 算 した。 １８ 歳 未 満

で ＢＭ１ を 使 用 す る こ と の 是 否 はあ るカミ、 こ こ で は一 律 に ＢＭＩ で比 較 した
。 発 症 の 年

代 ご と の 比 較 を す る た め に
、 発 症 年 代 を 以 下 の

、
１９６０－１９７８ 年

、
１９７９－１９８８ 年

、

１９８９－２００３ 年 に 分 けた
。 過 去 最 大 ＢＭ１２０ 以 下 の ２ 型 糖 尿 病 患 者 は、 発 見 年 齢 が 高 齢

に なる ほ ど、 ま た 時 代 が 経 る ほ ど
、 そ の 比 率 は減 少 した。 つま り、 や せ 型 ２ 型 糖 尿 病

は、 年 齢 が 若 い ほ ど、 ま た過 去 に 多く 発 症 して い た。 過 去 最 大 ８Ｍ１３０ 以 上の ２型 糖

尿 病 患 者 は
、

発 見 年 齢 が 高 齢 に な る ほ ど、 ま た 時 代 を 経 る ほ どそ の 比 率 は 増 加 した。

つ ま り、 発 症 年 齢カミ上カミる ほ ど、 ま た 最 近 の 年 代 に な る ほ ど
、

多く 発 症 して い た。 ま

た
、

過 去の 肥 満 歴 と 家 族 歴 と の 関係 を調 べ て み た。 過 去 最 大 ８Ｍ１２０ 以 下 の ２ 型 糖 尿

病 患 者 の 家 族 歴 に は 時 代 を 経 る ほ ど 母 親カミ２■型 糖 尿 病 で あ る 率 が 有 意 に 増 加 し て い

た
。 過 去 に肥 満 歴 が ない 幼 少 で発 症 する ２ 型 糖尿 病 患 者 ほ ど、 家 族 歴カミあ り、

そ れ も

母 親 に２ 型 糖 尿 病 が ある こ と が 多く み ら れ た。 しか し、 肥 満 歴 を も つ ２ 型 糖 尿 病 患 者

に は家 族 歴 の 特徴 はみ られ な かっ た。

糖尿病性合 併症について、 当セ ンター受診 した３０ 歳未満発症１型糖尿病と ３０ 歳未

満発症２型糖尿病 を比較 した。 糖尿病合併症には大きく 分類 して、 細小血管障害によ

る 合 併 症 （主 に、 神 経 障害、 網 膜 症、 腎 障 害） と
、

大 血 管 障 害 に よ る 合 併 症 （脳 梗 塞、

心 筋 梗 塞
、 閉 塞 性 動 脈 硬 化 症、 足 病 変 な ど） 淡 ある。

細小血管 障害 による合 併症のひとつ である 糖尿病性腎症にっいては、 １型糖尿病患

者 よ り ２ 型 糖 尿 病 患 者 の ほう 淡
、 罹 病 期 間カミ長く な る と と も に、 有 意 に 腎 症 を 発 症 し

や す い こ と が わ か っ た （Ｙｏ艮ｏｙａｍａ Ｈ
， ｅｔ ａ１

． Ｋｉｄｎｅｙ 工ｎｔｅ ｍ ８ｔｉ㎝ ａ１．
２０００）

。

本 研 究 で は大 血 管 障害 の ひと つ で ある 足 病 変 を 取り 上 げる。 １９９８ 年 か ら ２００５ 年 に

東 京 女 子 医 科 大 学 糖 尿 病 セ ンタ ー に 入 院 した ８３１０名 の う ち
、 昆 病 変 合 併 の ３０ 歳 未 満

発症および発見 （ない し診 断） 糖尿病患者４０名 が対象 である。



対 象 ４０名 の う ち、 １８ 歳 未 満 発 症 群 は８名 （１ 型 ５名、 ２ 型 ３名）、 １９－３０ 歳 未 満 群

は３２名 （五 型 ６名、 ２ 型 ２６名） で あ っ た。 糖尿 病 発 症 か ら 足 病 変 発 症 ま で に、 両

群 と も約 ２０ 年 を 要 した 淡、 後 者 群 の ２４％ は １０ 年 以 内 に 発 症 して い た。
糖尿 病 神 経 障

害、 網 膜 症、 腎 症 は 全例 に あっ た
。 ２ 型 糖 尿 病 患者 に 治療 申 断 （医療 機 関 未診 が １ 年

以 上） 例 が 目 立 ち
、 後 者 群 ２型 の ６０％ に 治 療 中 断那 あ っ た。 高 血圧 は どの 群 も ６０％以

上 が 合 併 して い た。 高 脂 血 症 は 前者 群 の １２．５％、 後 者 群 の ５０％に認 め た。 幼 少 年 齢 で

発症 した患者カミ是病変ま で合併する場合は
、

他のメ ジャー な糖尿病 合併症がすでに合

併 して い る こ と が 多い。しか し、２０ 歳 代 で 昆 病 変 を 発 症 す る の は、２ 型 糖 尿 病 に 多 く、

罹 病 期 間カミよ り 短 く、 高 血 圧、 高 脂 血 症 の 合 併 率カミ高く、 治 療 申 断 率 も 高 い。 つ ま り、

糖 尿 病 以 外 の 危 険 因 子 が 足 病 変 発 症 に 大 きく 関与 して い る こ と が わ か っ た。

次 に、若 年 発 症 ２ 型 糖 尿 病 患者 の 生 命 予 後 を 調 査 した。 １９８０ 年 １月 １ 胃 か ら １９９０

年 １２月 ３１ 目ま で に 当 セ ン タ ー を 初 診 し、 １ 年 以 上 通 院 した こ と の あ る ３０ 歳 未 満 発

見 ２ 型 糖尿 病 患 者 の ２００１ 年 １月 １ 目 時 点 の 生命 予後 調 査 を 行 な っ た。対 象 患 者 は ９２０

名 で、 こ の 申 で 糖 尿 病 セ ンタ ー へ の受 診 淡 １ 度 の み の 患 者 を 除き、 １ 年 以 上 通 院 した

６毎２ 名 （男 性 ３５８名、 女 性 ２８４ 名） を 本 研 究 対 象 と した。

追 跡 率 ほ ８４．４％で あ っ た。 本 追 跡 率 は、 当 セ ンタ ー の 若 年 発 症 １ 型 糖 尿 病 患 者 の 生

命予後調査と比べて 低い数 字であった。 その理由と して 治療 申断患者が１型糖尿病患

者 よ り 多 い こ と、 大 人 ２ 型 糖 尿 病 患者 より 転 居 の 機 会 が 多 い こ とカミ考 え ら れ た。
生 存

状 況 を 確 認 す る こ とカミで き た ５４２ 名 の う ち
、

５１ 名（９
．
雀％）が 死 亡 し て い た

。
男 性 ３５ 名

、

女 性 １６ 名
、

糖 尿 病 発 見 年 齢 は ２４
．
４±３．８ 歳 （１５．０

－２９．
８ 歳）

、
当 セ ン タ ー 初 診 時 年 齢

は ３７
．
１ ±１０

．
５ 歳 （１８．３

－ ６３．４
歳）

、
死 亡 年 齢 は ４８

，
２ ± １

．
Ｏ 歳 （２９

．
３ － ７１

．
１ 歳 ）

、
推 定 罹 病

期 間 は ２３．６
±８

．９
年 （６

．
５ 刊 ５

．
Ｏ 年）

、
当 セ ン タ ー 通 院 期 間 は ８．３

±４．４ 年 （１．６
－１８．０

年）

で あっ た。 対 象 患 者 の ＳＭＲ は ３．７ で あ っ た。 年 齢 別 で みる と ４０ 歳 代 か ら ５０ 歳 代 前

半 で ＳＭＲ は高 かっ た が、 年 齢 と と も に ＳＭＲ が 高く な る こ と は な かっ た。 こ の ＳＭＲ

は 当 セ ン タ ー の 若 年 発 症 １ 型 糖 尿病 患 者 の ＳＭＲ２．８ より 大き かっ た。 さ らに 死 因 と し



て、若年発症１型糖尿病調 査ではわずかであっ た大血管障害による死因が約 ３３％存在

し た
。

ま た、 当 セ ンタ ー 初 診 後 の 観 察 期 間 か ら算 出 した 累 積 生 存 率 は １０ 年 で ９５．７％、 ２０

年 で ７９．５％で あっ た。 こ れ ら は い ず れ も 対 象 患者 の発 症 年 齢 お よ び 観 察期 間 の 平 均 年

齢が当セ ンターの若年発症１型 糖尿 病患者のそれ より高いこと によると考完 られ た。

３０ 歳 未 満 発 症 ２ 型 糖 尿 病 は、 １ 型 糖 尿 病 と 異 なり、 糖尿 病 が発 見 さ れ て も 症 状カミほ

と ん どな い た め に 危 機 意 識 を ほ と ん ども て な い。 よ っ て、 糖 尿 病 に 対 す る 心 構 完 那 で

き ず に、 年 齢カミす ぎ、 そ の う ち に 合 併 症 淋発 症 し て き て しま う、 と 考 完 られ る。 特 に

若く して発 見発症 した場合、 若い ゆえに食欲も 旺盛 で食 事療法も 大人 ２型 糖尿病 患者

ほ どうま く い か な い
。

通 院 継 続 も う まく い か な い。 こ れ らに よ っ て、 合 併症 はさ ら に

発 症 しや すく な る。

しか し
、 医 療 従 事 者 で あ る 我々 も、 こ の 現 状 を よく 知 っ て、 若 い ２ 型 糖 尿 病 患 者 に

注 目 し、 合 併 症 を発 症 しな い 若 者 に
、

一 致 団 結 して 見 守っ て い か な け れ ぱ な ら な い。
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